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技能｣と一緒に図形に関する ｢数学的な見方,考え










































































そこで,現職教員が ｢基礎 ･基本｣としての ｢基
礎学力とは何か｣を,どのように認識しているかを
調査した｡教育課程審蔑会の答申に示された通り,











観点 関心 思考力 技能 知識
重視度 意欲態度 判断力 表現力 理解
① 36=l=t,/=:(如 '拙劣祐#掠方′W夏井 宕 x-x一._′.相好
② ;_-:A.3号 妨 A ･=芦.p'プp接オ~_′H.罪I 鋲
③ 23 15 8 7
㊨ 8 1 2 3
⑤ 4 0 0 1





欲 ･態度｣より, ｢思考力 ･判断力｣ ｢技能 ･表現
力｣｢知識 ･理解｣重視の傾向が見られる｡｢関心 ･
意欲 ･態度｣についての ｢重視度強｣ ｢重視度やや
強｣は64%であったのに対して, ｢思考力･判断力｣
は84%, ｢技能 ･表現力｣は90%, ｢知識 ･理解｣
89%であった｡ ｢関心 ･意欲 ･態度｣と他の観点と
の重視度には,20ポイント以上の開きがあった｡
教育課程審議会の答申 (2000)の中の ｢学力と評
価｣では,基礎 ･基本とは ｢知識 ･技能｣だけでな










































点 関心 思考力 技能 知識
困難度 意欲態度 判断力 表現力 理解
① 3 0 I
(%) (%) 韻醐Hl〟r
② 13 25 ∩
③ 13 25 18 7
@ 39 ; 41p lO 6
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表4の通り,多くの現職教員が ｢技能 ･表現力｣
及び ｢知識 ･理解｣の評価は易しいと感じ,｢関心 ･





識 ･理解｣の評価が ｢やや難しい｣ ｢難しい｣と思
っている人は10%以下であった｡










(2) ｢関心 ･意欲 ･態度｣に関する評価方法の実態
学習指導要録の観点別学習状況の第 1番目の観点






では,日本の中学生の数学-の ｢関心 ･意欲 ･態度｣
が国際比較において,極めて低い傾向にあることが
発表された｡しかし, ｢数学大好き｣ ｢数学好き｣
という意識調査で,本当に算数 ･数学の ｢関心 ･意
欲 ･態度｣の評価できるのか疑問がある｡











① ② ③ @
挙手及び発言の 3 0
回数 (%) (%)
ペーパーテストの｢関心.意欲.態度｣の評価問題 2 41 47 10
｢好き｣ ｢嫌い｣の調査 0 26 43 31
授業後の｢おもしろい｣ ｢たのしい｣等の感想文 22 41 23 14
表5の通り, ｢関心 ･意欲 ･憶度｣の評価方法と
して｢よく活用する｣｢少し活用する｣の上位3つは,
次の方法であった｡










た ｢関心 ･意欲 ･態度｣の評価をすることができて
いるかどうかは疑わしい面がある｡しかしそうは言




















テストでは, ｢関心 ･意欲 ･態度｣の評価問題を設





が濃いという問題点がある｡本当に ｢関心 ･意欲 ･
態度｣の調査できる問題の開発が今,急がれている｡
(3) 多様化する ｢関心 ･意欲 ･態度｣の評価
自ら学び,自ら考えようとする ｢関心 ･意欲 ･態
度｣の評価が,授業中の挙手の回数や発言回数のみ
に偏って評価されていいはずはない｡多様な評価方
法で,学習-の ｢関心 ･意欲 ･態度｣を評価する必
要がある｡
そこで, ｢関心 ･意欲 ･態度｣の評価方法の多様
化の実態を調査してみた｡
調査の結果は,次の表6の通りである｡
表7 ｢関心 ･意欲 ･態度｣の評価方法の多様化
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I-~…~日~‥~■‥~~~~~~~=~~~~1t A児の12×3の計算の仕方 ･l l




i匡頭 12を10と2に分けて i1 10×3-30 1I I




























































一般に, ｢知識 ･技能｣などの認知面 ･技能面に
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